
















パラバドミントンのルール

後ろに飛んだシャトルに手を伸ばす時な
ど、身体の動きを最大限発揮できるよう
に設定されています。

この 部分を手で回
して車 い すを 走ら
せます。ラケットを
持ちながらでもこぐ
ことが できる 高 い
操作性を誇ります。

腰、太もも、足の甲など、最大3つのベルトで
身体と車いすを固定します。

高さの規定はありませんが、
座面の角度は水平、もしくは
臀部（後方）より足側（前方）を
高くしなくてはなりません。

1〜2cm 地面から浮かせ、
後方に付いている小さな
車輪。サーブやスマッシュ
など、身体を反らせ体重を
後ろにかけて打つ時の転
倒を防ぎます。

前後 に 急発進しや
すく、また転倒しづ
らいように、角度を
14 〜 20 度 に 設 定
し、ハの字型に取り
付けられています。

背もたれベルト

座面

タイヤの角度

ハンドリム

転倒防止キャスター

車いすバドミントンの試合は、左右前後の揺さぶりに対し、どう車いすをコントロールするかが勝負のポ

イント。ただでさえ操作の難しい車いすを、ラケット片手に高速で動かし続けるのは至難の業！選手たち

の華麗な“車いすさばき”にご注目ください！

選手たちの“車いすさばき”に注目！
POINTPOINT

!

車いすのカテゴリー（WH1、WH2）の選手は、バドミントンをプレーするために進化した競技専用車いすを使

用します。女性でも簡単に持ち上げられるほど軽量化されるなど、いたるところに競技に特化した工夫が見られ、

車いすを操作しながらのスピーディーな攻防を可能にしています。



浅見 恋歌

飯塚 裕人

井田 達也

伊藤 則子

今井 大湧

上野 智哉

宇都宮 一

浦 哲雄

太田 歩

大塚 麻里菜

大村 悠佳

大山 廉織

大山 廉樹

小川 航輝

小澤 伸一郎

小野 紘汰

梶原 大暉

亀山 楓

久保 里司

久保野 泰央

古藤 史人

里見 紗李奈

澤田 詩歩

島田 務

千葉県

神奈川県

兵庫県

愛知県

神奈川県

東京都

福岡県

東京都

兵庫県

東京都

大阪府

沖縄県

沖縄県

北海道

東京都

熊本県

福岡県

宮城県

長崎県

栃木県

北海道

千葉県

宮城県

奈良県

島田 緑

下浦 優希

正垣 源

新明 功成

末永 敏明

杉野 明子

鈴木 彪河

鈴木 麗美那

曽田 菜々子

高橋 元太

竹内 俊平

竹山 隆人

田中 和弥

谷口 貴之

千葉 すず

友寄 星名

豊田 まみ子

永石 泰寛

長島 理

中野 林太郎

中村 海斗

奈良 時雅

西野 朝陽

西村 啓汰

奈良県

福岡県

兵庫県

神奈川県

神奈川県

千葉県

東京都

宮城県

東京都

埼玉県

京都府

鹿児島県

東京都

東京都

岩手県

東京都

千葉県

佐賀県

東京都

長野県

東京都

北海道

大阪府

東京都

長谷部 直

畠山 洋平

馬場 大地

濵田 健一

平野 梨花

広井 拓

藤野 遼

藤原 大輔

前田 泰成

前田 隆成

沼倉 昌明

松永 幸太郎

松本 卓巳

武藤 知真

村山 浩

森 紀之

盛山 栄吾

山口 雄介

山崎 悠麻

山田 麻美

渡辺 敦也

秋田県

東京都

東京都

鹿児島県

愛知県

東京都

福岡県

茨城県

千葉県

千葉県

埼玉県

熊本県

千葉県

三重県

千葉県

千葉県

埼玉県

東京都

東京都

千葉県

東京都

※出場選手は変更になる場合がございます。
　予めご了承ください。

※五十音順

今年最後の公式戦となる日本選手権には、競技を始めたばかりの新人選手から、11月に 東京で開かれた世界選手権のメダリストまで、約69名が出場します。トップ選手は、国内
NO1.のタイトルを獲り、来年2月から始まるパリ2024パラリンピックの選考レースに 向けて勢いをつけたいところ。ここでは、今大会の注目選手を紹介します。出場選手一覧



今年最後の公式戦となる日本選手権には、競技を始めたばかりの新人選手から、11月に 東京で開かれた世界選手権のメダリストまで、約69名が出場します。トップ選手は、国内
NO1.のタイトルを獲り、来年2月から始まるパリ2024パラリンピックの選考レースに 向けて勢いをつけたいところ。ここでは、今大会の注目選手を紹介します。

梶原 大暉（かじわら だいき） WH2

2019年の第5回大会で初優勝。野球で鍛えた強肩と、チェア
ワークを駆使した粘りが武器。車いすクラスでは難しいとされ
るドリブンクリアや、スマッシュからの速い展開にも強さを発
揮する。パラリンピック金メダリストのスゴ技から目が離せない。

澤田 詩歩（さわだ しほ） SL4

先天的な右脚ひざ下欠損で、中学と高校は部活動でプレー。パ
ラバドアカデミー2期生で、バーレーン2021アジアユースパラ
競技大会ではシングルスで金メダルを獲得した。今大会では、
第一人者の藤野遼にどこまで迫れるか注目だ。

今井 大湧（いまい たいよう） SU5

力強いスマッシュとネット際の攻防に磨きをかけ、今季の世
界ランキングは3位。世界選手権では2大会ぶりに銅メダルを
獲得した。今大会は、上肢障害と聴覚障害などの選手による
SU5＋に出場し、日本のエースとして6度目の優勝を目指す。

曽田 菜々子（そた ななこ） SH6

東京2020パラリンピックをテレビで観戦したことがきっかけ
で、パラバドミントンに興味を持った小学生プレーヤー。9歳で
競技を始めたころは「持久走がつらい」と感じたこともあったが、
あきらめずに練習に励み、日本選手権初出場につなげた。

藤原 大輔（ふじはら だいすけ） SL3

日本選手権6連覇中の不動のチャンピオン。スポーツ義足にシ
ューズを履かせてプレーする。半面コートならではのロングラ
リーを制する戦略と精神力は必見。同じダイハツ工業所属の上
肢障害の今井大湧と組む男子ダブルスでも頂点を狙う。

里見 紗李奈（さとみ さりな） WH1

2017年に競技をスタート。18年の第4回大会の初優勝を足が
かりに急成長を遂げ、東京2020パラリンピック、そして今年の世
界選手権は単複2冠を達成した。障害が重いWH1ながら、上半
身のバネを使って力強いショットが打てるのが里見の強みだ。

注目選手



日本障がい者バドミントン選手権・歴代大会成績

長島 理(愛知県)

藤原 大輔(茨城県)

竹山 隆人(神奈川県)

今井 大湧(愛知県)

松山 博昭(長崎県)

久保 育美(滋賀県)

山崎 悠麻(東京都)

田中 祐子(福岡県)

鈴木 亜弥子(千葉県)

大村 悠佳(大阪府)

島田 務(奈良県)

大江 守(東京都)

末永 敏明(神奈川県)

広井 拓(北海道)

正垣 源(兵庫県)

小原 宏平(北海道)

小倉 理恵(埼玉県)

山崎 悠麻(東京都)

山田 麻美(千葉県)

山口 裕子(東京都)

豊田 まみ子(千葉県)

鈴木 亜弥子(千葉県)

山下 未来(長崎県)

松山 博昭(長崎県)

山見 誠治(福岡県)

末永 敏明(神奈川県)

竹内 俊平(京都府)

正垣 源(兵庫県)

中野 林太郎(長野県)

小林 悦子(福岡県)

小倉 理恵(埼玉県)

山田 麻美(千葉県)

鷹尾 すみれ(福岡県)

石井 彩矢果(長崎県)

村山 浩(千葉県)

小林 幸平(福岡県)

磯部 規道(東京都)

竹山 隆人(神奈川県)

勝田 健(福岡県)

金田 栁吾(福岡県)

久保 育美(滋賀県)

江上 陽子(滋賀県)

田中 祐子(福岡県)

大原 育美(神奈川県)

鷹尾 すみれ(福岡県)

木林 歩美(福岡県)

大村 悠佳(大阪府)

門司 明日香(福岡県)

大江 守(東京都)

広井 拓(北海道)

三浦 義樹(宮城県)

浦 哲雄(東京都)

川嵜 裕太(福岡県)

島田 緑(奈良県)

江上 陽子(滋賀県)

岩本 和子(神奈川県)

豊田 まみ子(千葉県)

門司 明日香(福岡県)

木本 彰(福岡県)

山見 誠治(福岡県)

梅田 学(東京都)

鈴木 克正(神奈川県)

藤原 大輔(茨城県)

河端 浩伸(愛媛県)

島田 緑(奈良県)

小林 悦子(福岡県)

榊原 弘美(東京都)

岩本 和子(神奈川県)

佐野 日奈子(福岡県)

石井 彩矢果(長崎県)

島田 務(奈良県)

梅田 学(東京都)

上田 求(東京都)

河端 浩伸(愛媛県)

山下 未来(長崎県)

瑞泉 亮子(長崎県)

榊原 弘美(東京都)

木林 歩美(福岡県)

齋藤 英雄(福岡県)

荒木 正弥(長崎県)

朝野 和信(神奈川県)

勇 頼汰(神奈川県)

仁田脇 康夫(福岡県)

髙木 信彦(大分県)

種　目 優　勝 準優勝 3　位

第1回入賞者 開催日  2016年2月6～7日　　開催地  久留米市

第2回入賞者 開催日  2016年12月17～18日　　開催地  千葉市

MS WH1・2
MS SL3
MS SL4
MS SU5＋
MS ID7
WS WH1
WS WH2
WS SL3・4
WS SU5＋
WS ID7
MD WH1・2

MD SL3・4

MD SU5＋

WD WH1・2

WD SL3・4

WD SU5＋

XD ID7

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

女
子
ダ
ブ
ル
ス

混
合

男
子
ダ
ブ
ル
ス

長島 理(愛知県)

渡辺 敦也（宮城県）

藤原 大輔(茨城県)

竹山 隆人(神奈川県)

正垣 源(兵庫県)

畠山 洋平(東京都)

中野 林太郎(長野県)

小林 悦子(福岡県)

山崎 悠麻(東京都)

伊藤 則子(愛知県)

藤野遼(福岡県)

鈴木 亜弥子(千葉県)

大村 悠佳（大阪府）

島田 務(奈良県)

大江 守(東京都)

藤原 大輔(茨城県)

竹山 隆人(神奈川県)

正垣 源(兵庫県)

城所 孝彰(神奈川県)

遠藤 聖也(静岡県)

渡湛 力(静岡県)

山崎 悠麻(東京都)

小林 悦子(福岡県)

山口 裕子(東京都)

田中 祐子(福岡県)

豊田 まみ子(千葉県)

杉野 明子(千葉県)

高田 夏子(千葉県)

花澤 杏奈(千葉県)

小林 幸平(福岡県)

関本 忍(愛知県)

末永 敏明(神奈川県)

伊藤 朝洸（山形県）

今井 大湧(愛知県)

浅井 清志(兵庫県)

松山 博昭(長崎県)

福家 育美(滋賀県)

小倉 理恵(埼玉県)

山田 麻美(千葉県)

山口 裕子(東京都)

豊田 まみ子(千葉県)

花澤 杏奈(千葉県)

長島 理(愛知県)

山見 誠治(福岡県)

末永 敏明(神奈川県)

広井 拓(北海道)

浦 哲雄(東京都)

河端 浩伸(愛媛県)

瀧崎 洋樹(千葉県)

山田 直也(千葉県)

小倉 理恵(埼玉県)

福家 育美(滋賀県)

伊藤 則子(愛知県)

緑川 順子(宮城県)

亀山 楓(宮城県)

藤野 遼(福岡県)

大村 悠佳(大阪府)

浅見 恋歌(千葉県)

島田 務(奈良県)

古川 智亘(福岡県)

梅田 学(東京都)

中村 海斗(東京都)

浦 哲雄(東京都)

三村 直人(千葉県)

松崎 雄大(茨城県)

島田 緑(奈良県)

江上 陽子(滋賀県)

岩本 和子(神奈川県)

田中 祐子(福岡県)

杉野 明子(千葉県)

遠藤 正子(宮城県)

藤野 宏紀(愛媛県)

渡辺 敦也（宮城県）

朝野 和信(神奈川県)

中村 海斗(東京都)

熊谷 祥一(栃木県)

馬場 大地(埼玉県)

大野 隆司(千葉県)

大澤 一真(千葉県)

尾形 千笑(福岡県)

小崎 祐美子(愛知県)

上原 真由美(千葉県)

門脇 恵里菜(千葉県)

山見 誠治(福岡県)

我妻 進之(北海道)

広井 拓(北海道)

竹内 俊平(京都府)

河端 浩伸(愛媛県)

山田 直也(千葉県)

尾形 千笑(福岡県)

端泉 先子(長崎県)

緑川 順子(宮城県)

亀山 楓(宮城県)

浅見 恋歌(千葉県)

小林 幸平(福岡県)

村山 浩(千葉県)

三浦 義樹(宮城県)

伊藤 朝洸（山形県）

青木 八一郎(滋賀県)

竹村 一真(滋賀県)

江上 陽子(滋賀県)

島田 緑(奈良県)

小林 直子(千葉県)

内藤 麻里(千葉県)

種　目 優　勝 準優勝 3　位

MS WH1・2
MS SL3
MS SL4
MS SU5＋
MS ID7
WS WH1
WS WH2
WS SL3・4
WS SU5＋
WS ID7
MD WH1・2

MD SL3・4

MD SU5＋

WD WH1・2

WD SL3・4

WD SU5＋

XD ID7

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

ダ
ブ
ル
ス

種　目 優　勝 準優勝 3　位

MS WH1
MS WH2
MS SL3
MS SL4
MS SU5＋
MS SH6
MS ID7
WS WH1
WS WH2
WS SL3
WS SL4
WS SU5＋
WS ID7
MD WH1・2

MD SL3・4

MD SU5＋

MD ID7

WD WH1・2

WD SL3・4

WD SU5＋

WD ID7

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

男
子
ダ
ブ
ル
ス

女
子
ダ
ブ
ル
ス



2016 ー 2020

長島 理（東京都）

渡辺 敦也（東京都）

藤原 大輔（茨城県）

竹山 隆人（神奈川県）

今井 大湧（神奈川県）

畠山 洋平（東京都）

中野 林太郎（長野県）

福家 育美（滋賀県）

山崎 悠麻（東京都）

山口 裕子（東京都）

鈴木 亜弥子（宮城県）

石井 彩矢果（長崎県）

村山 浩（千葉県）

長島 理（東京都）

広井 拓（北海道）

末永 敏明（神奈川県）

小原 宏平（北海道）

正垣 源（兵庫県）

遠藤 聖也（静岡県）

渡邉 力（静岡県）

小倉 理恵（埼玉県）

福家 育美（滋賀県）

杉野 明子（千葉県）

豊田 まみ子（千葉県）

下浦 優希（福岡県）

大村 悠佳（大阪府）

大江 守（東京都）

梶原 大暉（福岡県）

末永 敏明（神奈川県）

左文字 蓮（北海道）

城所 孝彰（神奈川県）

山﨑 海斗（福岡県）

田中 和弥（東京都）

里見 紗李奈（千葉県）

小倉 理恵（埼玉県）

山田 麻美（千葉県）

豊田 まみ子（千葉県）

花澤 杏奈（千葉県）

大濱 真（埼玉県）

山見 誠治（福岡県）

竹山 隆人（神奈川県）

谷口 貴之（東京都）

伊東 勇哉（東京都）

城所 孝彰（神奈川県）

谷山 太一（長崎県）

大島 義成（長崎県）

小林 悦子（福岡県）

山崎 悠麻（東京都）

荒木 加代子（長崎県）

川原 喜代野（長崎県）

浅見 恋歌（千葉県）

花澤 杏奈（千葉県）

島田 務（奈良県）

望月 悠生（千葉県）

梅田 学（東京都）

上田 求（東京都）

河端 浩伸（愛媛県）

松﨑 雄大（茨城県）

大津 千佳（奈良県）

江上 陽子（滋賀県）

田中 祐子（福岡県）

杉野 明子（千葉県）

大村 悠佳（大阪府）

大江 守（東京都）

島田 務（奈良県）

磯部 規道（東京都）

中村 海斗（東京都）

河端 浩伸（愛媛県）

浦 哲雄（東京都）

前田 隆成（千葉県）

山田 直也（千葉県）

尾形 千笑（福岡県）

里見 紗李奈（千葉県）

石井 彩矢（長崎県）

栗丸 あすか（福岡県）

村山 浩（千葉県）

我妻 進之（宮城県）

広井 拓（北海道）

中村 海斗（東京都）

浦 哲雄（東京都）

渡辺 力（静岡県）

尾形 千笑（福岡県）

藤田 寿子（福岡県）

亀山 楓（宮城県）

浅見 恋歌（千葉県）

小林 幸平（福岡県）

渡辺 敦也（東京都）

竹村 一真（滋賀県）

青木 八一郎（滋賀県）

小﨑 祐美子（愛知県）

松尾 智子（長崎県）

種　目 優　勝 準優勝 3　位

第3回入賞者 開催日  2017年12月16～17日　　開催地  大村市

第4回入賞者 開催日  2018年12月15～16日　　開催地  久留米市

MS WH1
MS WH2
MS SL3
MS SL4
MS SU5＋
MS SH6
MS ID7
WS WH1
WS WH2
WS SL3・4
WS SU5＋
WS ID7
MD WH1・2

MD SL3・4

MD SU5＋

MD ID7

WD WH1・2

WD SU5＋

WD ID7

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

女
子
ダ
ブ
ル
ス

男
子
ダ
ブ
ル
ス

小林 幸平（福岡県）

渡辺 敦也（東京都）

藤原 大輔（茨城県）

山本 勝洋（大阪府）

今井 大湧（神奈川県）

畠山 洋平（東京都）

中野 林太郎（長野県）

里見 紗李奈（千葉県）

山崎 悠麻（東京都）

林 海央（東京都）

藤野 遼（福岡県）

鈴木 亜弥子（宮城県）

内田 典子（愛知県）

渡辺 敦也（東京都）

長島 理（東京都）

広井 拓（北海道）

末永 敏明（神奈川県）

伊東 勇哉（東京都）

木村 渉（神奈川県）

中野 林太郎（長野県）

田中 和弥（東京都）

山崎 悠麻（東京都）

里見 紗李奈（千葉県）

栗丸 あすか（福岡県）

石井 彩矢果（長崎県）

村山 浩（千葉県）

梶原 大暉（福岡県）

末永 敏明（神奈川県）

竹山 隆人（神奈川県）

正垣 源（兵庫県）

鈴木 彪河（東京都）

田中 和弥（東京都）

福家 育美（滋賀県）

小倉 理恵（埼玉県）

伊藤 則子（愛知県）

山口 裕子（東京都）

亀山 楓（宮城県）

大村 悠佳（大阪府）

小林 幸平（福岡県）

村山 浩（千葉県）

中村 海斗（東京都）

藤原 大輔（茨城県）

今井 大湧（神奈川県）

小原 宏平（北海道）

前田 泰成（千葉県）

松﨑 雄大（茨城県）

小倉 理恵（埼玉県）

福家 育美（滋賀県）

下浦 優希（福岡県）

大村 悠佳（大阪府）

長島 理（東京都）

我妻 進之（宮城県）

広井 拓（北海道）

竹内 俊平（京都府）

伊東 勇哉（東京都）

上野 智哉（東京都）

小野 紘汰（熊本県）

大津 千佳（奈良県）

江上 陽子（滋賀県）

山田 麻美（千葉県）

田中 祐子（福岡県）

西上 真由実（石川県）

石井 彩矢果（長崎県）

大濱 真（埼玉県）

島田 務（奈良県）

竹山 隆人（神奈川県）

谷口 貴之（東京都）

正垣 源（兵庫県）

浦 哲雄（東京都）

前田 隆成（千葉県）

山田 直也（千葉県）

大津 千佳（奈良県）

川森 弥生（奈良県）

小林 直子（千葉県）

浅見 恋歌（千葉県）

大江 守（東京都）

望月 悠生（千葉県）

谷口 貴之（東京都）

左文字 蓮（北海道）

青木 八一郎（滋賀県）

山﨑 海斗（福岡県）

松﨑 雄大（茨城県）

小林 悦子（福岡県）

瑞泉 亮子（長崎県）

松岡 希世子（広島県）

下浦 優希（福岡県）

大江 守（東京都）

梶原 大暉（福岡県）

朝野 和信（神奈川県）

水上 三男（岩手県）

竹村 一真（滋賀県）

青木 八一郎（滋賀県）

島田 緑（奈良県）

江上 陽子（滋賀県）

山田 美樹（長崎県）

荒木 未央（長崎県）

種　目 優　勝 準優勝 3　位

MS WH1・2
MS SL3
MS SL4
MS SU5＋
MS ID7
WS WH1
WS WH2
WS SL3・4
WS SU5＋
WS ID7
MD WH1・2

MD SL3・4

MD SU5＋

WD WH1・2

WD SL3・4

WD SU5＋

XD ID7

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

ダ
ブ
ル
ス

種　目 優　勝 準優勝 3　位

MS WH1
MS WH2
MS SL3
MS SL4
MS SU5+
MS SH6
MS ID7
WS WH1
WS WH2
WS SL3
WS SL4
WS SU5+
WS ID7
MD WH1・2

MD SL3・4

MD SU5＋

MD ID7

WD WH1・2

WD ID7

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

男
子
ダ
ブ
ル
ス

女
子
ダ
ブ
ル
ス



日本障がい者バドミントン選手権・歴代大会成績 2016 ー 2020

長島 理（東京都）

梶原 大暉（福岡県）

藤原 大輔（東京都）

山本 勝洋（大阪府）

今井 大湧（神奈川県）

畠山 洋平（東京都）

中野 林太郎（長野県）

里見 紗李奈（千葉県）

山崎 悠麻（東京都）

伊藤 則子（愛知県）

亀山 楓（宮城県）

内田 典子（愛知県）

村山 浩（千葉県）

梶原 大暉（福岡県）

山本 勝洋（大阪府）

藤原 大輔（東京都）

今井 大湧（神奈川県）

浦 哲雄（東京都）

中野 林太郎（長野県）

田中 和弥（東京都）

山崎 悠麻（東京都）

里見 紗李奈（千葉県）

内田 典子（愛知県）

石井 彩矢果（長崎県）

村山 浩（千葉県）

渡辺 敦也（東京都）

末永 敏明（神奈川県）

竹内 俊平（京都府）

浦 哲雄（東京都）

鈴木 彪河（東京都）

小野 紘汰（熊本県）

福家 育美（滋賀県）

小倉 理恵（埼玉県）

山田 麻美（千葉県）

藤野 遼（福岡県）

花澤 杏奈（千葉県）

渡辺 敦也（東京都）

長島 理（東京都）

広井 拓（東京都）

末永 敏明（神奈川県）

伊東 勇哉（東京都）

馬場 大地（東京都）

渡邉 力（静岡県）

遠藤 聖也（静岡県）

小倉 理恵（埼玉県）

福家 育美（滋賀県）

浅見 恋歌（千葉県）

花澤 杏奈（千葉県）

西村 啓汰（千葉県）

望月 悠生（千葉県）

山口 雄介（東京都）

中村 海斗（東京都）

城所 孝彰（神奈川県）

上野 智哉（東京都）

松﨑 雄大（茨城県）

大津 千佳（奈良県）

江上 陽子（滋賀県）

鈴木 麗美那（宮城県）

荒木 未央（長崎県）

大濱 真（埼玉県）

島田 務（奈良県）

梅田 学（東京都）

菊地 武志（東京都）

城所 孝彰（神奈川県）

河端 浩伸（愛媛県）

前田 泰成（千葉県）

前田 隆成（千葉県）

島田 緑（奈良県）

川森 弥生（奈良県）

山田 美樹（長崎県）

荒木 未央（長崎県）

大濱 真（埼玉県）

前谷 峻彦（広島県）

広井 拓（東京都）

竹山 隆人（神奈川県）

河端 浩伸（愛媛県）

山﨑 海斗（福岡県）

田中 和弥（東京都）

川森 弥生（奈良県）

瑞泉 亮子（長崎県）

杉野 明子（千葉県）

浅見 恋歌（千葉県）

大江 守（長崎県）

松田 貴幸（鹿児島県）

竹山 隆人（神奈川県）

谷口 貴之（東京都）

山田 直也（千葉県）

松﨑 雄大（茨城県）

大津 千佳（奈良県）

江上 陽子（滋賀県）

大村 悠佳（大阪府）

栗丸 あすか（福岡県）

種　目 優　勝 準優勝 3　位

第5回入賞者 開催日  2019年12月14～15日　　開催地  千葉市

MS WH1
MS WH2
MS SL3
MS SL4
MS SU5＋
MS SH6
MS ID7
WS WH1
WS WH2
WS SL3
WS SU5＋
WS ID7
MD WH1・2

MD SL3・4

MD SU5＋

MD ID7

WD WH1・2

WD ID7

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

女
子
ダ
ブ
ル
ス

男
子
ダ
ブ
ル
ス

第6回入賞者 開催日  2020年12月19～20日　　開催地  草津市

村山 浩（千葉県）

梶原 大暉（福岡県）

藤原 大輔（東京都）

山本 勝洋（大阪府）

今井 大湧（神奈川県）

畠山 洋平（東京都）

中野 林太郎（長野県）

里見 紗李奈（千葉県）

山崎 悠麻（東京都）

伊藤 則子（愛知県）

藤野 遼（福岡県）

鈴木 亜弥子(宮城県)

花澤 杏奈（千葉県）

長島 理（東京都）

渡辺 敦也（東京都）

末永 敏明（神奈川県）

中村 海斗（東京都）

浦 哲雄（東京都）

上野 智哉（東京都）

田中 和弥（東京都）

福家 育美（滋賀県）

小倉 理恵（埼玉県）

山田 麻美（千葉県）

澤田 詩歩（岩手県）

杉野 明子（千葉県）

大村 悠佳（大阪府）

西村 啓汰（東京都）

松本 卓巳（千葉県）

広井 拓（東京都）

濱田 健一（鹿児島県）

馬場 大地（東京都）

鈴木 彪河（東京都）

小野 紘汰（熊本県）

川森 弥生（奈良県）

河瀬 優花（滋賀県）

亀山 楓（宮城県）

種　目 優　勝 準優勝 3　位

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

種　目 優　勝 準優勝 3　位

MS WH1
MS WH2
MS SL3
MS SL4
MS SU5＋
MS SH6
MS ID7
WS WH1
WS WH2
WS SL3
WS SL4
WS SU5＋
WS ID7

女
子
シ
ン
グ
ル
ス



日本初開催！
白熱の世界選手権を振り返る

里見が単複二冠、梶原は初タイトル！
日本勢は10個のメダルを獲得

　今年11月1日から6日まで、「ヒューリック・ダイハツ BWF パ

ラバドミントン世界選手権2022」が国立代々木競技場第一体

育館で開催された。日本での開催は初で、49の国・地域から、

250人以上の選手が参加した。

　日本勢で圧巻の強さを発揮したのが、女子車いす WH1の里

見紗李奈。シングルスでは5試合すべてでストレート勝利をおさめ、

2連覇を果たした。同 WH2で銅メダルを獲得した山崎悠麻とペ

アを組む女子ダブルスでも頂点に立ち、東京2020パラリンピッ

クに続いて単複二冠の快挙を達成した。

　女子シングルス上肢障害 SU5は、豊田まみ子が準優勝。世界

選手権では4個目となるメダルを手にした。また、亀山楓が2大

会連続で3位に入った。同下肢障害 SL4は、藤野遼が決勝に進

出し、銀メダルを獲得した。

　男子シングルスでは、車いす WH2の梶原大暉が決勝で世界

選手権4連覇中のキム・ジョンジュン（韓国）と対戦。梶原は鋭い

チェアワークと正確なショットで主導権を握り、初優勝を遂げた。

同 WH1は、西村啓汰が準々決勝で元世界王者のトーマス・ワン

ドシュナイダー（ドイツ）にフルゲームの激闘の末に勝利するな

ど大躍進。初出場ながら銅メダルを獲得した。

　同上肢障害 SU5は、東京2020パラリンピックでベスト8入り

した選手が全員出場。ハイレベルな試合が展開されるなか、今

井大湧が3位に入った。同下肢障害 SL3の藤原大輔は、自身初

となる銅メダルを獲得。パリ2024パラリンピックに向けて勢い

をつけた。

日本選手権大会の見どころ！

藤原の7連覇なるか !?
次世代選手の活躍にも期待

　女子シングルスは、10代選手の成長に注目。車いすWH1の次世代アスリート育

成強化選手・パラバドアカデミー生で高校1年の友寄星名、また昨年のアジアユース

パラと今年9月のジュニアスポーツアジア交流大会を制した下肢障害 SL4の19歳・

澤田詩歩、上肢障害 SU5＋の17歳・鈴木麗美那がさらなる才能を開花させるか。

　男子シングルスは、下肢障害 SL3の藤原大輔が6連覇中。この絶対王者に勝利

する強敵が今年は現れるか。同 SL4は山本勝洋が4連覇を目指す。車いすWH1は、

前回優勝の村山浩、過去4度優勝の長島理らパラリンピアンに、今年の世界選手権

で初出場ながら3位に入った西村啓汰が挑む。車いすWH2は、世界選手権代表の

松本卓巳が王者・梶原大暉にどこまで迫れるか、期待が膨らむ。

　上肢障害 SU5は、聴覚障害と内部障害などの選手が加わり、「SU5＋」として行わ

れる。この“ 異種試合 ”が見られるのは、日本選手権だけ。低身長 SH6は、女子選手

の参加が少ないため、今大会は男女混合で実施する。知的障害 ID7のシングルスは、

男子は中野林太郎がシングルス6連覇を目指す。女子は前回優勝の花澤杏奈、今年

の知的障がい者バドミントン選手権大会を制した新星・千葉すずの対決も見どころだ。

　男子ダブルスは、SU5の今井大湧とSL3の藤原がペアを組み、SU5＋にエント

リー予定。そのパフォーマンスに注目が集まる。

友寄星名選手（WH1）

中野林太郎選手（ID7）

千葉すず選手（ID7）

文・荒木 美晴（MA SPORTS）




